
平成２５年４月１１日

第１回乾めん類の日本農林規格の確認等の原案作成委員会の議事概要

第１ 開催日時及び場所等

１ 日 時：平成２５年３月１４日（木）１３：１５～１５：３０

２ 場 所：共用会議室２

さいたま市中央区新都心２－１さいたま新都心合同庁舎検査棟７階

３ 出席委員：委員１３名中１１名（粟生委員、安藤委員、伊藤委員、井上委員、

江口委員、小倉委員、吉見委員、関委員、高野委員、田所委員、渕上

委員）が出席

４ 委員長：高野克己

５ 意見陳述及び傍聴を希望する者を公募したところ、意見陳述を希望する者はな

く、傍聴を希望する者は５名であった。

第２ 議事概要

○乾めん類の日本農林規格の確認、改正及び廃止について

事務局から規格調査の結果（資料７）について説明した後、当該規格の位置付

け及び見直しの方向性について議論を行った。

（１）当該規格の位置付けについて

当該ＪＡＳ規格の性格は、これまで「標準規格」として位置付けられてき

たところ。当該製品の生産状況及び当該規格の利用状況を踏まえ、引き続き

「標準規格」として位置付けることが適当である旨、議決した。

（２）当該規格の見直しの方向性について

規格調査の結果及びＪＡＳ規格の制定・見直しの基準を踏まえ、次の事項

について改正の必要性について議論を行った。

①「異物」

②「食品添加物」

その結果、遵守義務のある法令等との関係を考慮し必要な整理を行うこと

から、①については削除することを議決した。②については事務局の案のと

おり改正することを議決した。

第３ 会議における主な個々の意見（要旨）

１ 規格の性格の明確化に関する意見

・格付率は低いが、製造工場２００工場の内２５％がＪＡＳ認定工場であり、そ

の工場での生産量は全体の５割である。

・乾めん類の業界は中小企業がほとんどであり、人手不足等の理由により認定の

技術的基準をクリアできない工場が多く、ＪＡＳ認定工場は減少してきたが、

登録認定機関では毎年、非ＪＡＳ工場も対象に品質管理講習会を開催し、ＪＡ

Ｓ規格に準じて製造するよう指導している。また、干しそばの平均そば粉配合

割合は近年少しずつ高くなっており、規格の標準の基準を「４０％以上」と改



正したためと考えられる。

・取引などではＪＡＳを基準にして話をしており、共通の基準として役立ってい

る。

・おいしい乾めんを食べてもらうための根底、品質管理のベースがＪＡＳ規格で

ある。ＨＡＣＣＰへの足がかりともなった。格付量を増やす努力はすべきであ

る。

・格付率は下がっているが、利用しているということもあり標準規格としての性

格は有している。残して良いと考える。

・規格がベースとなっており、努力されていることはよく分かったが、商品から

はそれが伝わってこないのでもったいない。また、そば粉の配合割合はし好性

があるので消費者としては、ＪＡＳマークでの選択は難しい。

２ 規格の改正の必要性に関する意見

（食品添加物について）

・規格でコーデックスの考えにより使用できる添加物を規制すると言っても、Ｊ

ＡＳ品以外のものも同じ考えで使用する添加物を決めているのではないかと思

う。また、消費者の意見を反映してもらえなくなると考える。

・ポジティブリストはどこにも残らないので、リストにあった限定の条件がなく

フリーであると新規認定事業者は思ってしまうのではないかと懸念する。運用

や規定の書きぶりは十分に検討してほしい。

以上

（事務局作成）


